
令和７年度 
 

上尾市文化財保護審議会 第１回会議 
 

 

日 時  令和７年７月 31 日（木） 

午前 10 時から 

場 所  上尾公民館 講座室 402 

 

【 次 第 】 

第１回上尾市文化財保護審議会 次第 

１ 開会 

 

２ 委員及び職員紹介 

３ 議事 

（１）令和６年度の主な文化財保護事業の報告について 

 

（２）令和７年度の主な文化財保護事業の進捗について 

 

（３）八枝神社文書について 

 

（４）「上尾の摘田・畑作用具」保存活用について 

 

（５）その他 

 

４ 閉会  
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上尾市文化財保護審議会 第１回会議 

 

１ 開会 

 

２ 委員及び職員紹介 

 ○ 委員 
氏  名 専 門 分 野 

犬飼  大 歴史（近代史） 

井上  肇 考古 

岸  清俊 歴史（近世史） 

小島 孝夫 民俗 

後藤 知美 民俗 

杉山 正司 歴史（近世史） 

遠山 正博 工芸品（刀剣） 

村田 章人 考古 

 
○ 教育長・職員 

氏  名 職    名 

西倉 剛 教 育 長 

加藤 浩章 教育総務部 部長 

池田 直隆   〃   次長 

白石 恵子 生涯学習課 課長 

小宮山 克巳   〃   副主幹 

長谷尾 篤   〃   主任 

加瀬 優   〃   主任 
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３ 議 事 

(１) 令和６年度の主な文化財保護事業の報告について 

 ア．文化財調査・保存事業                                  

①無形民俗文化財継承活動助成交付金の交付 

「上尾市指定無形民俗文化財継承活動助成交付金交付要綱」に基づき、県指定・市指定無形 

   民俗文化財の６団体に対し、交付金を交付した。 

※30,000円×6団体=180,000円 

※2団体（堤崎はやし連、川の大じめ保存会）は未申請のため交付していない。 

 

②無形民俗文化財の公開 

 ・令和 6年 4月 7日（日）「畔吉の万作踊り」（畔吉・諏訪神社） 

 ・令和 6年 7月 14日（日）「平方のどろいんきょ」「武州平方箕輪囃子」（平方・上宿） 

 ・令和 6年 10月 6日（日）「藤波のささら獅子舞」（藤波・天神氷川八幡合社） 

 ・令和 6年 10月 13日（日）「畔吉ささら獅子舞」（畔吉・諏訪神社） 

 

 

③文化財説明板・標柱の整備 

●説明板の整備（修繕 1か所 春日神社） 

●標柱の整備（新設 1か所 徳星寺  

徳星寺の大カヤおよび暖帯林・家康朱印状等古文書 

修繕 8か所 下表） 

    

文化財の名称 標柱所在地  文化財の名称 標柱所在地 

①月待供養塔（東町） 小川家  ⑤相頓寺六字名号板石塔婆 相頓寺 

②絹本着色不動明王図 日乗院  ⑥（県）永楽通宝紋鞍（付鐙一双） 妙厳寺 

③木造阿弥陀三尊立像 西光寺  ⑦八枝神社の境内ｹﾔｷ・ｴﾉｷ群 
八枝神社 

④木彫釈迦三尊坐像 龍眞寺  ⑧（県）平方のどろいんきょ 

 

④指定文化財の保存、文化財収蔵庫の管理 

●馬蹄寺のモクコク（県指定天然記念物）の害虫駆除 

（６月１３日、６月２９日、７月１９日、９月１７日の年４回実施） 

●殿山古墳（市指定史跡）の伐採・剪定（３月２６日実施） 

●文化財収蔵庫の害虫防除（８月２９、３０日実施） 

 

 イ．埋蔵文化財調査事業                          

①試掘調査  ２５件（重機 2２件、人力３件） 

②発掘調査  なし 

③遺物整理  平方石井戸遺跡（平方支所）、畔吉前原遺跡（丸山公園） 
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 ウ．文化財保護啓発事業                                   

①あげお歴史セミナー 

期日 事業内容 参加人数 講  師 

第１回 

6/14㈮ 

かがやキッズ DAY子ども歴史教室 

「あげお歴史セミナー」 

会場：上平公民館及び周辺 

6組 15人 生涯学習課職員 

第２回 

10/14㈫ 

「摘田と畑作－野方の暮らしをめぐる地域史」 

会場：自然学習館 多目的室 
14人 

橋本 富夫 氏 

（元桶川市立歴史民

俗資料館長） 

第３回 

2/26㈬ 

「山﨑家文書を通して見る上尾宿」 

会場：上尾市役所ギャラリー 
15人 岸 清俊委員 

 

  ②文化財展 

期日 事業内容 来場者 

10/5㈯ 

～10/20㈰ 

「上尾の昔・くらし展」（上尾の摘田・畑作用具展） 

指定後に収集した摘田・畑作用具や、昔のくらしの中で使われていた

道具を展示 

会場：自然学習館 展示ロビー 

2,085人 

令和 7年 

2/20㈭ 

～2/25㈫ 

（日、祝除く） 

「山﨑家文書展」 

令和 4年度に文化財指定され、令和 5年度に修繕した「山﨑家文

書」及び関連資料を展示 

会場：市役所ギャラリー 

56人 

 

  ③あげお市政出前講座、研修受入等の実施 

〈実施結果一覧〉 

期日 依頼者 内容 受講者数 

4/3（水） 
職員課・令和 6年度

新規採用職員研修 
上尾の歴史と文化 53人 

4/30(火) 原市公民館 上尾の遺跡 16人 

6/12(水) 
三井サニータウン永

楽会 
上尾の遺跡・文化財・歴史・民俗 30人 

6/18(火) 
あげおアッピーガイ

ドの会 

上尾の歴史概観、上尾・平方・原

市について、上尾の民俗行事・芸

能 

15人 

 

6/29(日) 埼玉民俗の会 上尾の民俗 20人 

7/22（月） 教育センター 

教職員初任者研修「上尾市の史

跡・文化財について」「土器の洗浄

体験」 

32人 

7/26（金） 教育センター 教員 5年次研修 1人 
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9/5（木） 今泉小学校 上尾の文化財・上尾の民俗 93人 

9/24（火） 原市中学校 上尾の歴史 200人 

10/29（火）

10/31（木） 

大石公民館放課後子

供教室 
上尾の遺跡「拓本教室」 20人 

11/12（火） 大谷小学校 まちたんけん（神社の説明） 30人 

1/16（木） 大石南小学校 上尾の歴史 28人 

1/25（土） 

OKEGAWA hon⁺ 

（おけがわマイン

内） 

かたちで味わう５つのまちの文化

財 

※桶川市・北本市・鴻巣市・伊奈

町と合同実施 

40人 

 

3/11（火） 

3/12（木） 

原市公民館放課後子

供教室 
原市地区の遺跡と拓本教室 30人 

 

 エ．歴史資料調査事業                                    

①歴史的価値のある公文書の収集 

 保存年限５年（平成 30 年度）、１０年（平成２5 年度）の公文書、及び保存年限１１年以上（平成１5・ 

5 年度）で廃棄見直しをされた公文書を計４80 点収集した。 

 

②岡田家文書の調査 

 令和 6年 2月に収集した資料の整理作業を引続き実施。清掃、移し替えを実施。 

 

③資料の保存・整理 

10月 9日（水）、11日（金）、16日（水）に文書保存箱 600箱の曝涼を実施。 
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（２）令和７年度の文化財保護事業の進捗状況について 

 ア．文化財調査・保存事業                                  

①殿山古墳の現状変更について・・・別紙① 

 

②文化財保存等事業費補助金 

 少林寺山門修繕事業 

 実施期間：令和 7年 10月 1日～令和 8年 2月 28日 

 内  容：山門歪みの矯正及び金具の新調 

 補  助：総事業費 455,400円のうち 227,700円を補助。 

 

③無形民俗文化財継承活動助成交付金の交付 

指定無形民俗文化財の保存のため、「上尾市指定無形民俗文化財継承活動助成交付金交付要 

綱」に基づき、市・県指定の無形民俗文化財の保持団体６件に対し交付金を交付した。 

【交付団体】平方のどろいんきょ保存会（県指定）、藤波のささら獅子舞保存会（市指定、以

下同）、畔吉ささら獅子舞保存会、藤波の餅つき踊り保存会、畔吉源太踊万作踊

保存会、武州平方箕輪囃子連 

※30,000円×6団体=180,000円 

※2団体（堤崎はやし連、川の大じめ保存会）は未申請のため交付していない。 

 

④文化財状況調査 

文化財の円滑な保存・管理のため、県指定及び市指定・登録文化財を対象に文化財状況調査 

を実施した。 

 

＜状況調査件数＞ 

文化財種別 文化財件数 
状況調査件数 

（所有者が個人・団体のもの） 
[ ]は無形民俗文化財保持団体 

市教委管理件数 

国指定文化財 1 0 1 

県指定文化財 5 4  [1] 1 

市指定文化財 84 67  [7] 17 

市登録文化財 39   39 [30] 0 

計 129 110 [38] 19 

※無形民俗文化財については、保存会構成員や活動状況も報告を受け状況を確認している。 

 

  ⑤無形民俗文化財の公開 

   ・令和 7年 4月 6日（日）「畔吉の万作踊り」（畔吉・諏訪神社） 

   ・令和 7年 10月 5日（日）「藤波のささら獅子舞」（藤波・天神氷川八幡合社） 

   ・令和 7年 10月 12日（日）「畔吉ささら獅子舞」（畔吉・諏訪神社） 

 ※「平方祇園祭のどろいんきょ行事」は本年度休止、来年度実施予定。 
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＜市教委管理の文化財について＞ 

保管場所 保管件数 保管している文化財 

文化財整理室 

（平方小学校内） 

6 

 

殿山遺跡出土旧石器［県］／後山遺跡出土関山式土器

／薬師耕地前遺跡出土品／正平七年銘板石塔婆／西

通Ⅰ遺跡出土灰釉草葉文瓶(自然学習館に展示中)／

坂上遺跡方形周溝墓出土品 

市史担当分室 

・文化財資料室 

（大石南小学校

内） 

11 

 

上尾の摘田・畑作用具［国］／矢部家文書／須田家文

書／小川家文書／神田家文書／南村須田家文書／上

尾宿助郷関係（壱丁目村）文書／平方村石倉家文書／

山﨑家文書／五榜の高札／須田家の神楽師用具 

上尾市役所内 2 瓦葺懸渡井官費営繕之真景図／伝どんどん山出土海

獣葡萄鏡 

    ※古文書は年２回防虫剤の入れ替えを行いながら、資料の確認を行っている。 

 

⑥指定文化財の保存、文化財収蔵庫の管理 

●馬蹄寺のモクコク（県指定天然記念物）の害虫駆除 

【6月 24日に 1回目、業者と馬蹄寺で相談し、2～4回目実施予定（時期未定）】 

●殿山古墳（市指定史跡）の伐採・剪定（2～3月に実施予定） 

●文化財収蔵庫の害虫防除 7月 23日（水）実施 

 

  ⑦文化財説明板・標柱の整備  

●説明板の整備【修繕１か所 小川家 月待供養塔（東町）】 

●遺跡説明板の修繕に向けて調査を実施。 

 

 イ．埋蔵文化財調査事業                          

①試掘調査  14 件（7月 18日時点） 

②発掘調査 後山遺跡（第 10次）、時期未定 

   ③遺物整理  平方石井戸遺跡、畔吉前原遺跡 

 ※畔吉・前原遺跡第２次調査を令和８年度に、平方石井戸遺跡を令和９年度に刊行予定。 

 

 ウ．文化財保護啓発事業                            

①歴史セミナーの開催 

期日 内容・会場 参加人数 講  師 

第１回 

6/13㈮ 

かがやキッズ DAY子ども歴史教室 

「あげお歴史探検ツアー（原市地区）」 

内容：上尾市、原市地区に関する講義 

原市公民館周辺を歩いて巡り、文化財を解説。 

会場：原市公民館 講座室１・２ 

6組 9人 

(児童 7人 

保護者 2名) 

生涯学習課 

職員 

第２回 上尾の摘田・畑作に関する講座を実施予定   
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第３回 未定   

 

  ②文化財展 

期日 事業内容 

8/28㈭ 

～9/3㈬ 

「上尾市における遺跡調査のあゆみ」 

発掘調査によって明らかになってきた市内の中心的な遺跡を紹介する。 

あわせて、夏休みこども考古学教室を実施する。 

会場：市役所ギャラリー 

10/4㈯ 

～10/19㈰ 

「上尾の昔・くらし展」 

昔のくらしの中で使われていた道具を展示する。 

会場：自然学習館 展示ロビー 

  

 ③あげお市政出前講座等の実施 

期日 依頼者 内容 
受講

者数 

4/3（木） 
職員課・令和 7年度新規

採用職員研修 
上尾の歴史と文化 50人 

6/26(火) 
原市公民館放課後子供教

室 
上尾の遺跡と拓本講座 14人 

7/22(火) 教育センター 
上尾の歴史と文化財（自然学習館で「上尾

の摘田・畑作用具」を中心に紹介） 
30人 

8/1（金） 領家まちづくり協議会 
夏休みこども教室 

「考古学者になってみよう」 
30人 

8/5（火） 畔吉集会所 畔吉集会所こども教室 10人 

9/16（火） 
大石公民館放課後子供教

室 
上尾の遺跡 30人 

 

 エ．歴史資料調査事業                            

  ①岡田家文書の整理 

    令和６年２月・５月に寄贈を受けた西貝塚の岡田家文書約 9,000 点の整理作業を実施。 

 

  ②中性紙封筒への入替え 

   古文書等を保管している封筒が中性紙封筒ではないため、入れ替えを実施。まずは紅花関係文

書を優先して入れ替え、順次市指定文書から入れ替えを実施。なお、保存状態によっては緊急

性の高い文書を優先する。 

 

③総務課による「特定歴史公文書」の収集・整理の協力 

保存年限５年（平成 31 年度）、１０年（平成 26 年度）の公文書、及び保存年限１１年以上で廃棄、

見直しをされた公文書収集に協力する。 
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（３）八枝神社文書について 

 ①現状 

・文書の内容を再確認し、分類及び指定範囲を検討中。 

 ②課題 

 ・指定理由を明確にする。 

 ・指定範囲とした文書各々がどの分類に対応するか一覧表を作成する。 

 ③今後の計画 

 ・課題を解消し、令和７年度 文化財保護審議会 第２回会議に答申案を作成する。（令和８年２

月開催予定） 

 

（４）「上尾の摘田・畑作用具」保存活用について… 別紙②  

 

（５）その他 

--------------------------------------------------------------------------------- 

配布物 

・『上尾の文化財保護(年報) 令和 6 年度』 

・『埼玉文化財だより』埼玉県文化財保護協会時報 第 149 号 埼玉県文化財保護協会 

・『埼玉の文化財』第 65 号 埼玉県文化財保護協会 



別紙１ 

殿山古墳の現状変更について 

１ 文化財の種別・名称  史跡 殿山古墳 

２ 現状変更等行為の内容  

（１）樹木伐採に支障となる金属製階段の撤去 

（２）墳丘上に自生するスギ２本、シュロ２本、シラカシ３本、計６本の樹木

を地上約 50㎜の部分で切断する。 

３ 現状変更等行為の着手及び完了予定年月日 

 着手  令和７年４月７日（月） 

 完了  令和７年４月８日（火） 

 
※当初 4/4（金）～4/6（日）の作業予定だったが、春休みと土日で通常

より牧場来場者の増加が見込まれるため変更した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

殿山古墳位置図（1/2,500） 



別紙１ 

殿山古墳の現状変更について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

剪定樹木位置図 

作業状況図 

階段撤去後の普及南面 

剪定後の殿山古墳 



別紙２ 

「上尾の摘田・畑作用具」保存活用について 

 

１ 令和６年度 

（１）保存事業 

 ①クリーニング・点検作業実施 

 ②各資料室への警報機設置（教育総務課による） 

 ③資料室廊下に防犯用間仕切り設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④「上尾の摘田・畑作用具」保存活用計画（草案）作成開始 

 

（２）活用事業 

 ①子ども大学あげお・おけがわ・いな「摘田～～田植えをしない米作りを学ぶ～」 

  期日：令和６年７月６日（土） 

内容：Ⅰ 摘田・畑作の解説と自然学習館見学。 

Ⅱ 縄ないによる輪作りと。唐箕、斗桶、斗カキ棒、箕、種まき機を使っ

てみる。 

  参加者：40人 

講師：栁川 精延氏（農業経験者・藤波のささら獅子舞保存会及び藤波の餅つき踊

り保存会会長）、生涯学習課職員 

②上尾の昔・くらし展「上尾の摘田・畑作用具展」 

③あげお歴史セミナー「摘田と畑作－野方の暮らしをめぐる地域史」 

 ※②③の詳細は会議資料４ページに記載 

 

 

西側 東側 



別紙２ 

２ 令和７年度 

（１）保存事業 

 ①クリーニング・点検作業実施 

 ②大石南小間仕切り壁設置に伴う火災報知器（煙式）の設置 

  期日：令和７年７月２日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③摘田・畑作用具保存活用検討委員会の開催 

  期日：令和７年度中 

  内容：Ⅰ 委員委嘱 

     Ⅱ 「上尾の摘田・畑作用具」保存活用計画の作成 

 ④大石南中学校教室改修工事 

火災警報器設置位置図 

 

火災警報器設置状況 

火災警報器 



別紙２ 

  期日：南校舎西棟４階の３教室を確保 

 

（２）活用事業 

 ①教職員初任者研修 

  期日：令和７年７月２２日（火） 

  会場：上尾市自然学習館 

  参加者：30人 

  内容：「上尾の歴史・文化」「上尾の摘田・畑作用具」の講座と展示コーナーの解 

  説 

②第２回あげお歴史セミナー 

  期日・期日：未定 

 ③学校向け出前講座メニュー作成 

  授業の項目に基づいて出前講座のメニューを作成する 

工事教室位置図 

 



追加資料 

「上尾の摘田・畑作用具」保存活用について 

 

１ 現状と今後の取り組み 

 「上尾の摘田・畑作用具」は我が国の稲栽培や農耕文化の変遷を理解する上で重要 

であり、国民共有の財産であるため、上尾市はこの文化財を適切に保存、活用し未来 

へ引継ぐ責任がある。 

令和３年３月に条例設置された上尾の摘田・畑作用具保存活用検討委員会から、令

和５年７月７日の答申では「上尾の摘田・畑作用具」の保存及び活用の方針について

は、文化財保護審会の意見を踏まえたうえで、計画の作成と環境整備を進める旨の要

望が示されている。 

 これを受けて、今後、上尾市（以下「事務局」という）・上尾の摘田・畑作用具保存

活用検討委員会（以下「委員会」という）・上尾市文化財保護審議会（以下「審議会」

という）は、それぞれの役割を認識し、重要有形民俗文化財の恒久的な保存・活用に

取り組んでいく。 

 

２ それぞれの役割 

（１）事務局 

令和５年７月７日に委員会から答申された「「上尾の摘田・畑作用具」の保存及び

活用の方針について」に基づき、次の２点について、それぞれ短期、中期、長期的

に取組む内容を整理して計画案を作成し、委員会・審議会の調査審議を受けて事業

を実施する。 

・「上尾の摘田・畑作用具」の保存及び活用に関する計画の作成について 

・「上尾の摘田・畑作用具」の保存環境の整備について 

 

現在の「上尾市文化財資料室」は整理作業を行う一時的な保管場所であり、国指定の文

化財を保管する場所としては課題があるため、保管環境を改善しつつ、一括で保存・管理

できるよう専用の施設を整備する必要がある。専用の施設については新規または既存の公

共施設等の活用を想定し検討する。 

 

（２）委員会 

専門的な知見に基づき、国指定文化財としての保存・活用の在り方を検討すると

ともに、事務局が作成した計画案・整備案を調査審議して、具体的な施策・作業等

について助言する。 

・清掃、温湿度管理、施設運用等に関する日常的に行う管理事項 

・修理の必要性や方針・方法などに関する事項 

・その他環境保全、防災、防犯対策等の方針や計画期間中に行う取組み内容 

・重要有形民俗文化財を恒久的に保存・活用する施設の検討 

・文化財の重要性を広く周知するための効果的な活用方法の検討 

 

（３）審議会 

  事務局及び委員会が作成した計画案・整備案の報告を受けてその都度調査審議し、

意見する。 

  



追加資料 

 

「上尾の摘田・畑作用具」保存活用計画策定について（令和７年度修正案） 

 

年度 計画策定作業 検討委員会 文化財保護審議会 

令和 

６年度 

  審議会 

  ・草案確認 

令和 

７年度 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

  

 

 

 

令和 

８年度 

   

   

   

   

    

   

 

 

 

 

 

 

 

令和 

9 年度 
  

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

  
 
 

・草案作成 

・文化財保護審議会へ 

報告 

 

 

 

・役割の確認 

・委員委嘱 

・計画草案提出 

・委員会の調査審議 

・審議会の意見収集 

・意見を受けて素案作 

成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・素案作成 

・委員会による調査審

議 

・審議会の意見収集 

・計画諮問 

 

 

 

 

 

 

・計画答申 

・計画に基づく事業実 

施 

 

 

 

 

 

 

審議会 

・施策・作業内容、計

画草案への意見 

委員会 

・委嘱、具体的な施

策・作業の調査審

議 

・計画草案確認、調

査審議の開始 

 

 

審議会 

・審議会・委員会の

役割を確認 

内
容
検
討 

 

・審議会の意見を

受けて、施策・

作業内容修正等 

 

 

計画策定 
 

審議会 

・施策・作業内

容、計画素案へ

の意見 

委員会  ※複数回 

・審議会の意見を

受けて、施策・

作業内容及び計

画素案の調査審

議 

 

審議会 

・施策・作業内

容、計画素案へ

の意見 
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